




 

 全国各地の大学および公立病院より蒐集し得た致死性四肢短縮型小人症

lethal short-limbed dwarfism は現在までに 34 例に及んでいる。その内訳

は ,1)achondro-genesis 3 例 ,2)thanatophoricdwarfism 6

例 ,3)hypophosphatasia, congenital lethal form 5 例 ,4)osteogenesis 

imperfecta, recessive lethal form lO 例,5)chondrodysplasia, recessive 

rhizomelic type 2 例,6)unclassified lethal short-limbed dwarfism 5 例で

ある。このような多数例を蒐集した報告は世界文献にも見当らない。これら症

例の臨床所見,X 線所見,病理組織学的所見については,昨年 8 月,カナダ・モン

トリオールで開催された第 5回国際先天性異常学会に展示発表した。 

 今年度は主として 1)～4)について大腿骨遠位部における病理組織学的研究

を行ない,その大要を昨年l1月開催された第22回日本人類遺伝学会に報告した。 


